
ＳＤＧｓへの取組



株式会社バイタルリードのSDGsへの取組

目標１
貧困をなくそう

•地方や過疎地域における交通環境改善により、経済活動の活性化を図ります。
•高齢者等の小さなビジネス事業推進により、過疎地域の小さな経済を循環させます。

目標２
飢餓をゼロ

•過疎地域の平等なアクセス性確保により、農林業の生産性を向上させます。
•中山間地域農産物の円滑な物流を確保します。

目標３
すべての人に健康と福祉を

•自動車を利用できない高齢者等の通院の移動手段を確保します。
•移動環境向上により、お出かけを増やし、心も体も健康な状態を維持します。

目標４
質の高い教育をみんなに

•学校統廃合による遠隔通学を確実で円滑に行うためのスクールバス機能を持つ移動手段を確
保します。

目標５
ジェンダー平等を実現しよう

•男女や年齢などの分け隔てない採用・機会創出・教育・昇進の制度により、多様な人財から構
成されるチームで事業を推進します。

目標６
安全な水とトイレを世界中に

•環境にやさしい交通環境を実現し、山林・森林や湿地、河川・湖沼などきれいな水をつくり出す
のに必要な自然環境をまもります。

目標７
エネルギーをみんなにそしてクリーンに

•電気自動車を中心とした地域交通の環境を構築するとともに、再生可能エネルギーの利活用な
ど総合的なエネルギー環境を考慮した交通まちづくりを推進します。

目標８
働きがいも経済成長も

•生産性の高い職場環境を構築するとともに、オンリーワンの交通計画関連技術で高収益を目指
します。

（公共）交通業界で働く人たちの待遇を改善し、働きがいのある魅力的な雇用を創出するため行
政や運行事業者に対し、業務の効率化や職場環境の改善を進めます。



目標９

産業と技術革新の基盤をつくろう
•交通というキーワードに関連する最先端技術を究め続けます。

目標１０

人や国の不平等をなくそう
•誰もが平等に行きたいときに行きたい場所に移動できる交通環境を構築します。

目標１１

住み続けられるまちづくりを
•都市部から過疎集落まで、全ての地域に持続可能な公共交通環境を構築します。

目標１２

つくる責任つかう責任

• LCCを考慮したインフラ整備や交通関連機材の活用に配慮します

LCC⇒ライフサイクルコスト

目標１３

気候変動に具体的な対策を

•排出ガス削減に向けた公共交通利用促進を進めるとともに、環境にやさしい地域公共交通システ

ムを構築します。

排出ガス削減⇒温室効果ガス排出量削減

目標１４

海の豊かさを守ろう

•川が運ぶ森の養分が豊かな海を形成することから、適材適所の交通システムで、中山間地域の

集落を維持して里山環境を保全します。

•海洋酸性化の影響の最小限化を目指し、CO2を減らす公共交通利用促進を進めます。

目標１５

陸の豊かさも守ろう
•適材適所の交通システムで、中山間地域の集落を維持して里山保全の環境を守ります。

目標１６

平和と公正をすべての人に
• あらゆる人に対して有効で説明責任のある透明性の高い業務を遂行します。

目標１７

パートナーシップで目標を達成しよう
•日本の中山間地域で適用する交通に関連する技術・サービスを途上国に移転・普及を目指します。


